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」と呼ぶことにしたい。そこにあるのは、〈自然〉との「整合性」を無視した

の姿なのである。もっともそうした社会様式が、いかに持続不可能
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な性質を内

在しているのかということについては、【第一部】でも十分に述べたはずであ

る。それは“有限な世界
0 0 0 0 0

”にわれわれが生きる限りにおいて、こうした無限の
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自己拡張
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は不可能であるということ、そして予測とコントロールもまた、万能

ではないということなのである。

（５）第一中間考察――第三の特異点としての〈自己完結社会〉

さて、われわれは以上を通じて、人間存在というものが人類史的な射程のも

とで、これまでいかなる質的変容を経てきたのかということについて見てきた

（図３）。われわれはここで、再び本書の最初の問題意識に立ち返り、あの〈生

の自己完結化〉や〈生の脱身体化〉という事態が、一連の議論のなかでどのよ

うに位置づけられるのかについて考えてみたい。

【第一部】で見てきたように、〈自己完結社会〉の成立は、確かに人間存在の
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図３　人類史における、第一の特異点としての「〈自然〉と〈人間〉の間接化」（中央）
と、第二の特異点としての「〈社会〉と〈自然〉の切断」（右）
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